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１１１１    策定の趣旨策定の趣旨策定の趣旨策定の趣旨    

  平成２３年３月の定員管理計画（平成２３～２７年度）を策定後、現在の組織体

制（平成１０年度からの国の財政構造改革による集中改革期間における各年度補助

金の１０％（３ヵ年で３０％）の削減（その後も削減あり。）を経て、更に効率的

となった平成１９年度からの組織体制）を維持しております。    

  しかし、少子高齢化による労働力減少社会が到来し、高齢者の様々な就業ニーズ

や、請負・派遣・職業紹介の就業形態に的確に対応する組織体制を構築するため、

適正な人員配置及び職員の資質の向上に努めることとし、令和２年度から令和６年

度までの５年を計画期間とする定員管理計画及び人材育成等の方針を策定します。 

    

２２２２    これまでの取組状況これまでの取組状況これまでの取組状況これまでの取組状況    

  青森本所では、平成３１年４月１日に退職者（平成２８年度末定年退職）の補充

のため１名採用しましたが、それまでは平成９年度の会員数906人、契約金額

417,047千円に対し職員数は１０名、平成２２年度の会員数1,592人、契約金額

546,602千円に対し職員数は８名となっており、削減率で20.0％、２名の人員削減

を行っております。 

  また、浪岡支所においても、平成２２年度に職員（臨時職員除く）を１名削減（平

成２２年３月末での浪岡支所長退職に際し退職者不補充。）しております。 

    

３３３３    新たな定員管理計画策定に向けた基本的な考え方新たな定員管理計画策定に向けた基本的な考え方新たな定員管理計画策定に向けた基本的な考え方新たな定員管理計画策定に向けた基本的な考え方    

  過去１０年間でプロパー職員８名中４名が定年退職の６０歳となり、今後５年間

で更に２名が６０歳となることから、知識や経験を有する退職者の継続雇用による

業務量に見合った人員配置をし、必要に応じて退職者補充を行う場合には、職員の

年齢構成のバランスを充分に考慮することとします。 

    

４４４４    計画期間計画期間計画期間計画期間    

  平成３１年４月１日の職員数を基準として、令和２年度から令和６年度までの５

年を計画期間とします。 

    

５５５５    数値目標について数値目標について数値目標について数値目標について    

  令和２年４月１日から令和７年３月３１日までの定員管理の目標は、現状のプロ

バー職員８名以内とします。 

    

６６６６    定員管理計画の着実な推進のための取組定員管理計画の着実な推進のための取組定員管理計画の着実な推進のための取組定員管理計画の着実な推進のための取組    

  本計画の着実な推進のための具体的な取組事項は次のとおりとします。 
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    （１）（１）（１）（１）超高齢社会超高齢社会超高齢社会超高齢社会に対応したに対応したに対応したに対応した事務局組織の構事務局組織の構事務局組織の構事務局組織の構築築築築    

     高齢者の様々な就業ニーズや、請負・派遣・職業紹介の就業形態に的確に

対応する組織体制を構築します。 

    

    （２）（２）（２）（２）業務量業務量業務量業務量やややや業務内容業務内容業務内容業務内容の変化に対応した職員配置の変化に対応した職員配置の変化に対応した職員配置の変化に対応した職員配置    

     高齢者の様々な就業ニーズや、請負・派遣・職業紹介の就業形態への対応

に必要な人員の確保を図りながら、業務の効率化などに応じて、青森本所と

浪岡支所の職員配置の見直しを行います。 

    

    （３（３（３（３）職員構成に配慮した計画的な職員採用）職員構成に配慮した計画的な職員採用）職員構成に配慮した計画的な職員採用）職員構成に配慮した計画的な職員採用    

     職員の採用は、原則として退職者補充のみとし、その場合、職員の年齢構

成のバランスを充分考慮し、将来のセンターを支える人材を確保するため、

計画的に行います。 

    

    （４（４（４（４）多様な任用・勤）多様な任用・勤）多様な任用・勤）多様な任用・勤務形態の職員の活用務形態の職員の活用務形態の職員の活用務形態の職員の活用    

     業務の種類や性質により、継続雇用制度、会員活用によるアウトソーシン

グの推進及び臨時職員など多様な任用・勤務形態を活用し、組織において最

適と考える職員構成により、効率的なセンターの事業運営を継続します。 

 

７７７７    人材育成等の方針人材育成等の方針人材育成等の方針人材育成等の方針    

  職員の資質の向上及び能力開発の着実な推進のための具体的な取組方針は次の

とおりとします。 

    

    （（（（１１１１））））人事考課制度の推進人事考課制度の推進人事考課制度の推進人事考課制度の推進    

     目標管理による人事考課を実施します。 

    

    （（（（２２２２））））職員の資質の向上職員の資質の向上職員の資質の向上職員の資質の向上    

     職員向けの研修及び能力開発を積極的に実施します。 

 

８８８８    その他その他その他その他    

  経営に大きく影響する国庫補助金等の財源の今後の見通しを正確に予測するこ

とは困難であるため、計画期間中において、新たに大きな増減需要が生じた場合に

は、必要に応じて計画の見直しを行うなど柔軟な対応を図ります。 


